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進行胃癌症例について,占 居部位からみた転移,進 展様式を検討した。C領 域癌50例,M領 域癌32

例,A領 域癌32例を対象とし,組 織型, リンパ管侵襲,静 脈侵襲,浸 潤様式,S,H,P,n因 子との関

係を検討した。その結果以下の結論を得た.1)C領 域癌はリンパ管侵襲を介してリンパ節転移しやす

い。2)M領 域癌は同様にリンパ管侵襲を介してリンパ節転移しやすい,3)A領 域癌はリンパ管侵襲

を介して腹膜に直接播種する一方,静 脈侵襲を介して肝転移するという二方向性の進展様式をとる。

4)肉 眼型ではBorrmann 2型が 3型に比してリンパ節,肝,腹膜転移が低く,Borrmann 3型でA領

域の癌は静脈侵襲を介して肝転移する一方, リンパ管を介して腹膜転移する。

索引用語 :進展様式,ボ ールマンII型およびIII型,占 居部位

は じ3めに C,Mの 癌では差がなく,それぞれ,12%,12.5%で あっ

胃癌の早期発見への努力にもかかわらず,今 なおわ   た が,Aの 癌では37.5%と,C,Mの 癌に比して肝転移

れわれを訪ずれる患者の大部分が進行胃癌あるいは遠   が 多かった。

隔転移を有 しているのが現状である。進行胃癌の予後

を左右するものは血行性転移, リンパ節転移,組 織型

ならびに深達度であるが,癌 腫の占居部位の相違に

よって,転 移様式が異なると思われる。 こ のような見

解から,進 行胃癌における占居部位よりみた転移の特

徴を解明せんとした。

対象および方法

,    金 沢大学第 1外科で取 り扱った進行胃癌の うち,占

居部位が明らかにC.MAの 区分ができるBorrmann

2型 および 3型 を対象とした。C領 域の癌50例,M領

・   域 の癌324211,A領域の癌32例である。これらの症例は

表 1 対 象の内訳

BoHman■ 2

C 24例

M

A

BOrrEBnn 3

C 26,刑

M

A

すべて病理組織学的検索がなされた。占居部位,組 織
表2 占 居部位と肝転移の関係

型, リンパ管,静 脈侵襲,浸 潤増殖様式,S,P,N因 子

などの決定はすべて胃癌取い扱い規約
1)に

従った (表

1 ) .

結  果

1)占 居部位 と肝転移の関係 (表2).

HO群 とHl以 上群に分けて検討した。Hl以 上群は,

(Bormlann 2型 と3型 を合せたもの)

工0群 Hl以 上群 計

C 44(鶴 .0%) 6(120%) 50夕刺

M 28(87.5夕琢) 4(125%)

A 20(62 5%) 12(37.5夕ぢ)



14(14)          BOrmann 2型 , 3型 における古居部屋からみた進展の様式  日 消外会誌 15巻  1号

表 3 占 居部位と腹膜転移の関係              表 5 占 居部位とリンパ節転移の関係

(Bormlann 2型と3型を合せたもの)           (Borm■ ann 2型と3型を合せたもの)

P。群 Pl以 上群 計

C 36(720%) 14(28.0レ彰) 50例

M 24(750レ 琢) 8(250%) 3 2

A 20(625%) 12(37.5ラし)

表 4 占 居部位と組織型の関係

(Bormlann 2型と3型 を合せたもの)

C M A

分

化

型

Pap 4

tubl 4

tub2 6

計 36(720%) 14(450ラb) 10(31 3レじ)

低
分
化
型

Por.

s】g。 0 2

0 4

計 14(280%) 18(55.0ラじ) 22(68,7%)

合 計

かった,

6)占 居部位 と静脈侵襲の関係 (表7).

かった。

7)占 居部位 と漿膜面浸潤の関係 (表8)。

計

C
8

(16.0%)
26

(520ラし)
10

( 2 0 0 % )
6

( 1 2 0 % )

M
4

( 1 2 5 % )
8

(25.0レ琢)
18

(56.7ラ彰)
2

( 6 3 % )
3 2

A
8

( 2 5 0 % )
10

( 3 1 , 3 % )
10

( 3 1 . 3 % )
4

(125%)

表6 占 居部位とリンパ管侵襲の関係

(Bormlan■2型 と3型を合せたもの)

表 7 占 居部位と静脈侵襲の関係

(Bormlann 2型 と3型 を合せたもの)

表 8 占 居部位と衆膜面浸潤

(Bormlann 2型 と3型 を合せたもの)

S2 S3 計

C
6

( 1 2 0 % )
18

(360%)
16

(320ラと)
10

(20.0レ彰)

M
4

( 1 2 5 % )
12

(37.5夕ち)
10

( 3 1 2 % )
6

(188レ必)

A
6

( 1 8 8 % )
4

( 1 2 5 % )
18

( 5 6 4 % )
4

( 1 2 5 % )

9)組 織型 と浸潤増殖様式の関係 (表10).

低分化型では INFγ型が62.5%あ り,分 化型では殆

10)肉 眼型と肝転移の関係 (表11).

Borrlnann 2, 3型ともA領 域において肝転移が多

2)占 居部位 と腹膜転移の関係 (表3).

PO群 とPl以上群に分けて検討した.Pl以 上の頻度

は,C,Mの 癌では,そ れぞれ28%,25%と 差異はない

が,Aの 癌では375%と ,腹 膜転移が多かった。

3)占 居部位 と組織型の関係 (表4).

C領 域では分化型が72%に みられ,Aは 逆に低分化

型が68.7%に みられた。Mで は分化型,低 分化型 とも

ほぼ同じ頻度であった,

4)占 居部位 とリンパ節転移の関係 (表5).

Cに おけるリンパ節転移率は84%,Mで は87.5%,

Aで は75%で あった。Aに おけるリンパ節転移率が一

番低かった。 Aで は81.2%と 有意の差はみられなかった。

5)占 居部位 とリンパ管侵襲の関係 (表6).       8)占 居部位 と浸潤増殖様式の関係 (表9).

Cに おけるリンパ管侵襲率は92%,Mで は93,7%,    表 に示したごとく,Aで は浸潤性の増殖 (INFγ)が

Aで は81.4%で あ り,各 々の間の差異は明確ではな   多 かった。C,Mで は差がなかった。

Cに おける静脈侵襲率は48%,Mで は81.3%,Aで   ん どが INFα 型で83.3%であった。INFβ型では分化

は68.7%であ り,Cに おける静脈侵襲率が有意に低   型 ,低 分化型がほぼ同率であった。

計

C
4

( 8 0 % )
30

( 6 0 0 % )
14

(28,0%)
2

( 4 _ 0 % )

M
2

( 6 3 % )
8

( 2 5 . 0 % )
10

( 3 1 . 3 % )
12

( 3 7 . 5 % )

A
6

( 1 8 6 % )
6

(18.6ラし)
4

( 1 2 5 % )
16

( 5 0 0 % )

V。 Vl V2 V3 計

C
26

(52.0夕彰)
16

( 3 2 0 % )
8

(160%)
0

( 0%)

M
6

( 1 8 . 7 % )
16

(320ラと)
6

( 1 8 7 % )
4

( 8 0 % )

A
10

( 3 1 3 % )
6

( 1 8 7 % )
14

(434%)
2

( 6 _ 3 % )

Cに おける集膜面浸潤率は88%,Mで は,87.5%,   か った。



INF α β 計

C 6(150%) 16(40.0%) 18(45.0%)

M 2(10.0%) 10(500ラ彰) 8(400レ し) 2 0

A 4(133%) 6(20.0ラ琢) 殉 (667%)
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表 9 占 居部位と浸潤増殖様式の関係

(Bormlann 2型 と3型 を合せたもの)

表10 組織型と浸潤増殖様式の関係

(Bormlann 2型と3型を合せたもの)

表11 肉 眼分類と肝転移

H O群 Hl群 転移率

Bormttn 2

C 2 2 8 %

M 18%

A 30%

Borrmnn 3

C 16%

M 10%

A 45レ彰

11)肉 眼型 と腹膜転移の関係 (表12).

Borrmam 2型 では 3型 に比べて腹膜転移率が少な

く, 3型 ではA領 域で50%に 腹膜転移がみられた。

12)肉 眼型 とリンパ節転移の隣係 (表13).

Borrmann 2, 3型 ともリンパ節転移は C>M>A

の順であり, 2型 と3型 を比べると2型 におけるリン

パ節転移が低かった。一方, 3型 におけるC領 域の癌

で リンパ節転移が一番高かった.

13)肉 眼型とリンパ管侵襲 (表14).

Borrmann 3型 の方が リンパ管侵襲が強かったが部

位による差異は 2, 3型 とも明らかではなかった。

14)肉 眼型と静脈侵襲 (表15).

Borrmann 3型 の方が 2型 に比 して静脈侵襲は強
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表13 肉 眼分類とリンパ節転移

く,部 位別では Borrlnann 2型 のC及 びA領 域で最 も

弱 く,Bormann 3型 のA領 域では50.5%に 静脈侵襲

がみられた。

以上のごとく,肉 限型 と占居部位から転移を総括す

ると,BorrIIlann 2型 はC領 域であれば静脈侵襲は最

も低 く,腹 膜転移率及び肝転移率もBorrmann 3型 よ

り少なかった。Borrmann 3型 は肝転移率が Borr―

mann 2型 と比べて高 く,静脈侵襲,リ ンパ管侵襲が強

かった。 とくに M,A領 域における静脈侵襲率が高

かったが部位の違いによる差は見い出せなかった。 と

くにA領 域での Bormann 3型 の癌は静脈侵襲を介

して肝転移しやすいこと並びに腹膜へも播種すること

が判明した.

表12 肉 眼分類と腹膜転移

P O群 P l 群 転移陽性率

BOrrEBnn 2

Borrmann 3

C 4 18%

M 3 25%

A 25夕と

C 40レビ

M 5 25%

A 50%

INF α β r

分

化

型

Pap. 4 0

tubl 2

tub2 4

計 10(833ラ琢) 16(53.3ラ琢) 18(37.5%)

低

分
化
型

Por. 2

0 0 2

コnuc 4 8

計 2(167%) 14(46,7%) 30(625夕 b)

合 計 4 8

表14 肉 眼分類とリンパ管侵襲
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表15 肉眼分類と静脈侵襲

表16 肉 眼分類と占居部位並びに乗膜面浸潤

S。 Sl S2 S3 陽性率

Borrman 2

C 郷 2 1 1 18%

M 2 1 0 25%

A 4 0 75タレ

Borrmn 3

C 4 2 2 0 80%

M 5 5 60タレ

A 3 4 1 50%

考  察

占居部位による癌の進展様式について検討する.

C領 域の癌は静脈侵襲においては,M,Aの 領域の

癌に比して一番低 く,肝 転移率も一番低かった。それ

に反し, リンパ管侵襲が高 く, リンパ節転移も高率に

認めた。組織型では分化型が圧倒的に多 く,浸 潤増殖

様式は膨脹性の増殖 (INFα)が 主であった。従って,

転移および進展の様式は血行性転移よりもリンパ節転

移を示唆した。以上の結果は井 口ら2ェの報告による,C

領域の特徴 と大差はないが井 口らは ly。が38.7%,

V《→が7,7%と報告している。われわれの症例ではly。

が8%に すぎず,V(→ は48%の 高率であった。井口ら

は早期癌の症例も含めているため, このような低率で

あったと思われる.浸潤増殖の面からみると,西 らめの

報告によれば,限 局型,中 間型に肝転移が多く,浸 潤

型に肝転移が少なかったとしている。 これはあれわれ

の結果とは一致しない.組 織型からみると,荒 木。,斉

藤ら"は分化型腺癌症例に血行性転移が強いとしてい

るが,わ れわれの検索ではC領 域で分化型腺癌が多い

にもかかわらず,血 行性転移が低かった.こ のことは

組織型よりも占居部位によって血行性転移が決まるこ

とを示唆している。

M領 域の癌は組織型ではC領 域の癌に近似している
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が,分 化型,低 分化型の うちどちらが優性とも言えな

かった。浸潤増殖様式はβ型が主であった。静脈侵襲

率は81.3%と C,A領 域癌よりも高いにもかかわらず,

肝転移率が12.5%と C領 域癌 と同程度の低率であった

ことの説明は困難である。一方, リンパ管侵襲率は

93.7%と C領 域癌 と同じように高率で, リンパ節転移

率も87.5%と 同様に高率であった.以 上より,M領 域

癌は リンパ管侵襲を介して リンパ節転移することが推

察される。

A領 域の癌は M,C領 域の癌に比べて リンパ節転移

が低 く,組 織型では低分化型が圧倒的に多 く,浸 潤増

殖様式は浸潤型 (INFγ)で あった.さ らに M,C領 域

の癌よりも腹膜転移,肝 転移率が高いことも特徴の 1

つであ り, リンパ管侵襲を介して腹膜に直接播種する

一方,静 脈を侵襲 し,肝 に血行性転移をきたすという

二方向性の転移様式を示唆した。

次に肉眼分類 と転移に関し,検 討する。

佐野いの報告でも明らかなごとく,Bormann 2型

と3型 を比較す ると生存率において Bomann 2型

が 3型 より有意の差をもって生存率が良い。われわれ

の検討でもBorrrnann 2型では,C,M領 域のいずれ

においてもリンパ管侵襲率,静 脈侵襲率が低 く,従 っ

て, リンパ節転移,肝 および腹膜転移が Borrlnann 3

型より低いことが明らかである。

卜部 らのは主腫瘍 と肝転移について報告 し,A領 域

の癌に肝転移が多いこと,な らびに肉眼型では Borr‐

mann l,3型 に多いとした。なお腹膜転移もC領 域よ

りA領 域の癌に多 く,肉 眼型では,Borrlnann 3, 4

型に多いと言っている。このことは私 どもの検討でも

同様であった,

陣内ゆは リンパ節転移に関して検討 し,Borrlnann

2型 と3型 と比較して 3型 が有意に高 く,か つ,び ま

ん性の転移をとるのに対 し,BorHnam 2型 は無転移

または近位の転移であったと述べている。 こ の点に関

してもわれわれの所見と一致している。

しかし,静 脈侵襲, リンパ管侵襲 との関係について

は検討 されていない。私 どもは これ らについて も

Bormann 3型 の癌でA領 域のものは静脈侵襲を介し

て肝転移する一方, リンパ管侵襲を介して腹膜に直接

播種することを示唆した。

おわりに

進行胃癌症例について占居部位からみた転移,進 展

様式を検討し,次 の結論を得た。

1)C領 域の癌は リンパ管侵襲を介して リンパ節転
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移しやすい。

2)M領 域の癌は リンパ管侵襲を介して リンパ節転

移しやすい。

3)A領 域の癌は リンパ管侵襲を介して腹膜に直接

播種する一方,静 脈侵襲を介して肝転移するとい う二

方向性の進展様式をとる。

4)肉 限型では Bo― am 2型 は 3型 に比して,肝

転移,腹 膜転移, リンパ節転移が低かった.

5)Bomann 3型 でA領 域の痛は 2型 と比較する

と,静 脈侵襲を介して肝転移する一方, リンパ管侵襲

を介して腹膜に播種することを示唆した。
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